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四

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
百
十
六
号

　

県
営
山
元
北
部
地
区
土
地
改
良
事
業
（
区
画
整
理
事
業
）
変
更
計
画
を
定
め
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と

お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知

事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
三
年
三
月
二
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

山
元
町
役
場

〇
宮
城
県
告
示
第
百
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
三
月
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木
事

務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

石
巻
女
川
線

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

石
巻
市
雲
雀
野
町
一
丁
目
一
一
番
一
八
地
先

か
ら

同
市
雲
雀
野
町
一
丁
目
一
一
番
一
六
地
先
ま

で

前
Ａ

一
三
・
五
～

�

一
九
・
八

三
四
五
・
四
　

上
記
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、

Ｅ
及
び
Ｆ
は
、

関
係
図
面
に
表

示
す
る
敷
地
の

区
分
を
い
う
。

　

Ｂ

二
二
・
六
～

�

五
三
・
二

一
六
九
・
三

　

Ａ

一
三
・
五
～

�

一
九
・
八

三
四
五
・
四

　

Ｂ

一
五
・
九
～

�

五
三
・
二

一
九
五
・
七

　

Ｃ

一
二
・
七
～

�

二
八
・
一

五
・
四

後
Ｄ
　

三
・
七
～

�

一
五
・
五

五
五
・
〇
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Ｅ
　

六
・
〇
～

�

七
・
九

八
七
・
六

　

Ｆ

一
〇
・
〇
～

�

四
五
・
〇

一
九
・
一

〇
宮
城
県
告
示
第
百
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
三
月
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木
事

務
所
登
米
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

三
九
八
号

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
内
町
六
二
番
地
先
か
ら

同
市
迫
町
佐
沼
字
内
町
七
番
地
先
ま
で

令
和
三
年
三
月
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
三
月
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木
事

務
所
登
米
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

三
九
八
号

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
西
舘
三
五
番
一
地
先
か
ら

同
市
迫
町
佐
沼
字
西
舘
三
一
番
七
地
先
ま
で

令
和
三
年
三
月
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
三
月
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木
事

務
所
登
米
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

古
川
佐
沼
線

登
米
市
南
方
町
新
待
井
無
番
地
先
か
ら

同
市
南
方
町
新
待
井
無
番
地
先
ま
で

令
和
三
年
三
月
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
三
月
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木
事

務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

石
巻
女
川
線

石
巻
市
雲
雀
野
町
一
丁
目
一
一
番
一
八
地
先
か
ら

同
市
雲
雀
野
町
一
丁
目
一
一
番
一
一
地
先
ま
で

令
和
三
年
三
月
二
日

午
前
十
時

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
二
号

　

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
建
築
士
事
務

所
の
登
録
を
取
り
消
し
た
。

　
　

令
和
三
年
三
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

監
督
処
分
年
月
日

　
　

令
和
三
年
二
月
二
十
二
日

二　

建
築
士
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地
等

建
築
士
事
務
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　
　
　
　

開
設
者
の
名
称
及
び
代
表
者

の
氏
名

一
級
建
築
士
事
務

所
、
二
級
建
築
士
事

務
所
又
は
木
造
建
築

士
事
務
所
の
別

建
築
士
事
務
所
の

登
録
番
号　
　
　

コ
ペ
ル
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
一
級

建
築
士
事
務
所

仙
台
市
泉
区
松
森
字
鹿
島
十
五

番
地
の
十
四

コ
ペ
ル
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

高
橋
秀
樹

一
級
建
築
士
事
務
所

第
一
九
七
一
〇
〇
七

九
号



（3）　令和３年３月２日　火曜日 第184号宮　　城　　県　　公　　報

三　

監
督
処
分
の
内
容

　
　

登
録
の
取
消
し

四　

監
督
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

　

�　

開
設
者
の
役
員
の
う
ち
に
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者
が
あ
る
た
め
。
こ
の
こ
と
は
、
建
築
士
法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号

に
該
当
す
る
。

人
事
委
員
会

〇
第
百
二
回
警
察
官
Ａ
採
用
試
験
を
別
冊
一
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
二
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
第
百
三
回
警
察
官
Ａ
採
用
試
験
を
別
冊
二
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
二
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
第
百
四
回
警
察
官
Ｂ
採
用
試
験
を
別
冊
三
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
二
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

収
用
委
員
会

２
　
事
業
の
種
類

　
�　
一
般
国
道
113号

改
築
工
事
（
福
岡
蔵
本
道
路
・
宮
城
県
白
石
市
福
岡
蔵
本
字
箱
森
地
内
か
ら
同
市
福
岡
蔵
本
字

箕
輪
田
二
番
地
内
ま
で
）
及
び
こ
れ
に
伴
う
附
帯
工
事

３
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
土
地
の
所
在
，
地
番
，
地
目
及
び
地
積
等

　
　
所
在
　
宮
城
県
白
石
市
福
岡
蔵
本
字
乙
森

地
　
番

地
　
　
　
目

地
　
積
（
㎡
）

収
用
又
は
使
用
し
よ
う
と
す
る

土
地
の
面
積
（
㎡
）
　
　
　
　

公
　
簿

現
　
況

公
　
簿

実
　
測

収
　
用

使
　
用

37番
２

山
林

山
林

42
42.92

29.85
13.07

37番
11

山
林

山
林

186
186.03

80.59
105.44

４
　
土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　
不
明

　
　
た
だ
し
，
半
澤
よ
し
　
法
定
相
続
人
（
別
紙
の
と
お
り
）

　
　
宮
城
県
白
石
市
福
岡
蔵
本
字
箕
輪
田
一
番
92番
地

　
　
な
お
，
登
記
記
録
上
の
氏
名
　
半
沢
よ
し

　
　
（
注
）
�別
紙
に
つ
い
て
は
，
当
委
員
会
事
務
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
縦
覧
時
間
は
，
宮
城
県
の
執
務

時
間
を
定
め
る
規
則
（
平
成
元
年
４
月
１
日
宮
城
県
規
則
第
45号
）
に
規
定
す
る
県
の
執
務
時
間
と
す
る
。

５
　
土
地
に
関
し
て
所
有
権
以
外
の
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏
名
，
住
所
及
び
そ
の
権
利
の
種
類

　
　
な
し

６
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
年
月
日

　
　
令
和
３
年
２
月
19日

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
８
号

　
宮
城
県
起
業
の
一
般
国
道
113号

改
築
工
事
（
福
岡
蔵
本
道
路
・
宮
城
県
白
石
市
福
岡
蔵
本
字
箱
森
地
内
か
ら
同
市

福
岡
蔵
本
字
箕
輪
田
二
番
地
内
ま
で
）
及
び
こ
れ
に
伴
う
附
帯
工
事
に
つ
い
て
，
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年

法
律
第

219号
）
第
46条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
，
次
の
と
お
り
審
理
を
開
始
す
る
。

　
　
令
和
３
年
３
月
２
日

�
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
日
時
　
令
和
３
年
４
月
23日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら

２
　
場
所
　
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
８
番
１
号
　
宮
城
県
　
行
政
庁
舎
９
階
　
第
一
会
議
室

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
７
号

　
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年

法
律
第
219号

）
第
45条

の
２
の
規
定
に
よ
り
，
次
の
と
お
り
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定

し
た
。

　
　
令
和
３
年
３
月
２
日

�
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
起
業
者
の
名
称

　
　
宮
城
県
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正

誤

〇
宮
城
県
公
報
平
成
十
六
年
号
外
第
一
七
号
（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

七

段上

行
　

正

救
急
救
命
士

　
　
　
　
　
　
　

誤

救
命
救
急
士

３
　
審
理
事
項
　
本
事
件
に
関
す
る
起
業
者
並
び
に
土
地
所
有
者
及
び
関
係
人
に
対
す
る
審
問
等

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
９
号

　
一
般
国
道
113号

福
岡
蔵
本
２
号
事
件
に
つ
い
て
，
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年
法
律
第
219号

）
第
46条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
通
知
す
べ
き
次
の
書
類
は
，
当
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
保
管
し
て
あ
る
の
で
，
来
局
の
上
そ
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
令
和
３
年
３
月
２
日

�
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
通
知
す
べ
き
書
類

　
　
令
和
３
年
２
月
24日
付
け
宮
収
第
76号
　
審
理
の
開
催
に
つ
い
て
の
通
知

２
　
通
知
を
受
け
る
べ
き
者

　
　
丹
野
丹
宮
　
住
所
及
び
常
居
所
不
明

　
　
　
　
　
　
　
た
だ
し
，
判
明
し
た
最
後
の
本
籍
地
　
北
海
道
常
呂
郡
訓
子
府
町
字
開
盛
番
外
地

　
　
吉
見
キ
ミ
ヨ
の
相
続
人
　
住
所
及
び
常
居
所
不
明


